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序

埼玉県ては、豊かな彩の国づくりを実現するため、

調和と均衡ある発展を目指し、それぞれの地域の特性

や文化に応じた整備事業を行っております。都市と農

村が調和をおりなす県北地域て‘‘は、自然環境と共生し、

創造性に満ちた活気ある産業社会の構築に向けて、先

端技術産業を軸としたテクノグリーン構想が推進され

ております。

岡部町西部工業団地造成事業は、県北地域の都市機

能と居住環境の調和を図り産業の発展と雇用の拡大を

目的として岡部町により計画されたものて‘あります。

工業団地造成地内には5か所の埋蔵文化財包蔵地が

所在しておりました。その取扱いにつきましては、関

係諸機関が慎重に協議を重ねてまいりましたが、やむ

を得ず記録保存の措置が講じられることとなりまし

た。調査につきましては、埼玉県教育局生涯学習部文

化財保護課の調整により、岡部町の委託を受け当事業

団が実施いたしました。

岡部町は、埼玉県内ても多くの埋蔵文化財が分布す

る地域として知られております。特に、「中宿古代倉庫

群跡」は古代における榛沢郡街の正倉と考えられてお

り県の指定を受けています。また、源平の戦いて活躍

した岡部六弥太忠澄の出身地として知られています。

今回報告いたしますのは5遺跡のうち沖田 I・沖田

II・沖田IIIの3遺跡て‘‘あります。遺跡の内容は縄文時

代前期および古墳時代から平安時代の集落跡が中心と

なるものて‘‘す。大きな調査成果としてこの地域ての縄

文時代、特に前期の住居跡群が発見され、土器群の様

相が明らかになるなど貴重な知見が得られました。

周辺には古墳時代から中世に至るまて‘‘著名な遺跡が

多数分布しています。重要文化財に指定されている緑

釉手付瓶を出土した西浦北遺跡は隣接地にあたりま

す。このような環境の中て古代を中心とした当地域の

様相が、今後刊行される一連の報告書の中て‘、さらに解

明されていくものと思われます。

本書が埋蔵文化財の保護、学術研究の基礎資料とし

て、また、埋蔵文化財の普及や教育機関の参考資料と

して、広く活用いただければ幸いて‘す。

刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整にご尽力を

いただきました埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課

をはじめ、発掘調査から報告害刊行に至るまて｀ご協力

いただきました岡部町教育委員会、鹿島道路株式会社、

株式会社横森製作所、東洋エクステリア株式会社並び

に地元関係者の方々に厚くお礼申し上げます。

平成10年11月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長荒井 桂



例

1.本書は、大里郡岡部町に開発される岡部町西部エ

業団地造成事業地内に所在する大寄遺跡・沖田 I

遺跡・沖田II遺跡・沖田III遺跡・宮西遺跡のうち

沖田 I遺跡・沖田II遺跡・沖田III遺跡の発掘調査

報告書て‘‘ある。

2.遺跡の略号と代表地番及び発掘調査届に対する指

示通知は、以下のとおりてある。

沖田 I遺跡 (OKTI) 

大里郡岡部町大字榛沢295-10番地他

平成9年4月30日付け委保第2の10号

沖田II遺跡 (OKTII)

大里郡岡部町大字榛沢30 3 -5番地他

平成9年4月30 8付け委保第2の11号

沖田III遺跡 (0KTIII) 

大里郡岡部町大字榛沢304-1番地他

平成9年4月25日付け委保第2の12号

3.発掘調査は、岡部町西部工業団地建設事業に伴う

事前調査て‘、あり、埼玉県教育局生涯学習部文化財

保護課が調整し、岡部町の委託を受け、財団法人

埼玉県埋蔵文化財調査事業団が主体となり実施し

た。

4.本事業は、第1章の組織により実施した。平成8

年度は橋本 勉、砥崎

9年度は橋本

ーが担当し、平成9年1

月6日から平成9年3月31日まて実施した。平成

勉、砥崎 ー、木戸春夫、平田重

之が担当し、平成9年4月1日から平成9年8月

＿ 
一一一ニコ
31日まて実施した。また、整理報告書作成作業は

木戸が担当し、平成10年4月1日から平成10年11

月30日まて‘‘実施した。

5.遺跡の基準点測羅と航空写真は、株式会社東京航

業研究所に委託した。縄文上器のカラー写真は小

川忠博氏に委託した。

6.発掘調査時の遺構写真撮影は各担当者が行った。

遺物撮影は木戸が行った。

7. 出土品の整理・図版の作成は主に木戸が行い、遺

物実測は縄文土器を金子直行が、

元子が行った。

本文の執筆は、

それ以外は桜井

I -1を埼玉県教育局生涯学習部

文化財保護課が、縄文時代の遺物及びVI-1につ

いては金子が、 それ以外は木戸が行った。

8.本書の編集は、木戸があたった。

9.本書にかかる資料は平成10年度以降、埼玉県立埋

蔵文化財センターが1栄管する。

10.本書の作成にあたり下記の方々からご教示、ご協

力を賜った。記して謝意を表します。

（順不同 ・敬称略）

美里町教育委員会

岡部町教育委員会

鈴木徳雄

青木克尚

矢内

小林

勲

本庄市教育委員会

埼玉県教育局秩父教育事務所

岡本幸男

太田博之

恋河内昭彦

丸山腸一

知久裕昭

松澤浩一

小池晋禄

田中和之

小島清一

高



凡例

1.本書の遺跡全測図におけるX・Yの座標値は、国

土標準平面直角座標第IX系に基づく座標値を示し

ている。また、各遺構図における方位指示は、全

て座標北を示している。

2.グリッドは10mX 10m方眼て‘設定し、グリッドの

呼称は、北西隅の杭番号てある。

3.遺構図及び実測図の縮尺は、原則として以下のと

おりてある。

遺構図住居跡•井戸跡・掘立柱建物跡

土堀・方形周溝墓・・1/60

溝跡・・1/200

翌勺状遺構…1/80

遺物図 土器…1/4石器・鉄製品・・1/3

拓本…1/3 土製品…1/2

上記に合わないものに関しては、スケール及び

縮尺率等をその都度示している。

4.全測図等に示す遺構表記の略号は以下のとおりて‘‘

ある。

SJ…住居跡 SB…掘立柱建物跡

SK…土塘 SD…溝跡 SE·•井戸跡

SR…方形周溝墓 SX…竪穴状遺構

5.掘立柱建物跡については、推定される柱間間隔を

遺構平面図に示した。

6.挿図中のスクリーントーンは以下のことを示す。
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遺構断面図斜線部分…地山

遺物図については下図に示すとおりてある。

7.遺構図中に示したドットは、遺物の出土位置を示

す。

8.遺構断面図における水平数値は、海抜高度を示し

ており、単位mてある。

9.遺物観察表は次のとおりて｀ある。

．胎土は、肉眼て‘観察て‘‘きるものについて次のよ

うに示した。

A…赤麟 B…石英 C…長石

D…角閃石 E••白色粒 F…白色針状物質

G…雲母 H…砂粒 I…片岩 J…礫

・焼成は、肉眼て‘‘観察した。

I 良好 II 普通 III 不良

・色調については、小林・竹原 「新版標準土色帖」

1992に拠った。

10.本書に掲載した地形図等は以下のものを使用して

いる。

国土地理院 1/50000地形図「高崎」「寄居」

国土地理院 1/25000地形図 「本庄」「寄居」

「深谷」「三ヶ尻」

国土地理院 1/2500国土基本図

「IX-JC25-2」

（昭和36年作成）

口 七師器

口 黒色処理

一点韻線復原実測

こレ 須恵器
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灰釉陶器
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I発掘調査の概要

1 調査に至るまでの経過
岡部町は県北部に位置する面積30.57km'、人口約

19,000人の農業を主体とした町て、、特産品のブロッコ

リ一生産は日本ーを誇り、 トウモロコシ、鶏卵、肥育

牛も県下一の生産量てある。

岡部町は、農業を中心とした町づくりから、産業構

造の転換を図り、工業、商業、農業のバランスがとれ

た創造性豊かな活力に満ちた町づくりの実現に取り組

んて‘‘いる。

事業の目玉となる道の駅おかべ、中宿歴史公園、古

代倉庫復元など県指定史跡中宿遺跡を中心に史跡を活

用した総合的な整備と、岡部駅周辺の区画整理事業が

始まった。事業地内の熊野遺跡の事前発掘調査も実施

され、和同開賣や三彩陶枕などの注目すべき出土品か

ら、熊野遺跡は律令時代の榛澤郡街の中心地と推定さ

れている。

こうした開発事業に対応するため、町は新たに平成

5年度から文化財保護体制の整備と充実を図るため、

教育委員会に文化財保護室を設置した。県はこれに応

え県の職員を派遣して体制の強化を支援している。

一方、 町は工業の導入振興によ って税収の増大と雇

用の促進をはかるため、榛澤地区に開発面積231,000

面の民間企業3社が進出する岡部町西部工業団地建設

を誘致した。

工業団地建設予定地には埋蔵文化財包蔵地が所在す

るため、町は事業者とその取り扱いについて協議を重

ねてきた。町教育委員会は平成8年9月から11月にか

けて、予定地内の試掘調査を実施し、 5ヵ所の遺跡の

所在を確認した。遺跡の面積は合計約86,200m'に達す

ることが明らかとなった。

町は遺跡を出来るだけ保存する方向て‘‘開発企業3社

に設計変更を要望して、調査期間の短縮、調査費用の

縮減をはかった。しかし、町文化財保護室の体制は区

画整理や歴史公園建設、町史編さん事業等と並行して、

工業団地の発掘調査に対応するだけの条件が整わず、

町主体となっての発掘調査計画は暗礁に乗り上げた。

行き詰まった状況を何とか打開するため、岡部町長

は工業団地建設促進に伴う埋蔵文化財の発掘調査協力

について、県の協力が得られるよう県教育委員会に陳

情し、指導及び協力を依頼した。

町は苦しい財政状況の中て‘‘ 6人の専門職員を配し、

文化財行政の積極的推進に努め先進的な体制造りに努

力している。県はこうした町の姿勢を高く評価した。

この上さらに工業団地の発掘調査を実施するだけの余

力は残されていないと判断した。そこて‘‘県文化財保護

課は調査の受皿として財団法人埼玉県埋蔵文化財調森

事業団 （以下「埋文事業団」。）が受託事業として実施て‘‘

きるかどうか検討に入り、関係各方面と調整を図り、

受託条件等を整備した。そ して局内の合意を得て市町

村支援の観点から、埋文事業団が委託を受けて発掘調

査を実施する旨、正式に町と事業者に伝え、理解と協

力を求めた。その方針は、調査主体を埋文事業団とし、

町も調査組織に職員を派遣して全面協力体制をとるも

のてある。さっそく関係者間て‘‘具体的な調査期間、方

法、経費を中心に協議が行われた。

かくして平成8年12月19日付け教文第1246号て‘‘県

から事業者の鹿島道路株式会社・株式会社横森製作

所・東洋エクステリア株式会社あて、岡部町と事業委

託契約の締結を、岡部町は埋文事業団と事業委託契約

の手続きを行うよう通知した。

発掘調査の委託契約は、町が発掘調査から整理報告

書刊行まて‘‘、契約上の義務と責任を履行する こととし

て契約上の形を整えた。

発掘調査に先立ち事業者からは文化財保護法第57

条の第2項に基づく発掘通知が、埋文事業団からは同

法57条の第 1項に基づく発掘調査届けが提出され、平

成9年1月6日から沖田・大寄遺跡をかわきりに発掘

調査が開始された。

（文化財保護課）
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2 発掘調査・報告書作成の経過
発掘調査

岡部町西部工業団地造成用地内に所在する周知の遺

跡は、大寄遺跡、 宮西遺跡、西浦北遺跡の 3遺跡てあ

る。各退拉加の範囲及び遺構確認を目的とした試掘調森

は岡部町教育委員会によって行われた。その結果前記

2遺跡において遺構力苅節忍された。さらに新たに沖田

I遺跡、沖田II遺跡、沖田III遺跡の存在力苅御忍された。

特に大寄遺跡、宮西遺跡については濃密に遺構が分布

第 1表 各遺跡の調査期間と面積

平成 8年度 平成 9年度

1 2 3 4 5 6 7 8 

大寄遺跡

34, 100m' 

沖田 I遺跡
1洛疇攣：娑]

3, 700m' 

沖田II遺跡
I窯謬麟裟I

4, 500m' 

沖田III遺跡
I恣：桑葵萎苓蕊蕊る忍毯蕊淡蕊稔恣が11

4,800m' 

宮西遺跡

18, l80m2 

以下に本報告に関する遺跡の調査経過について記す。

沖田 l遺跡

調査は平成9年 4月1日から平成 9年 4月30日ま

て行われた。調査面積は約3,700m2てある。最初に重機

による表土掘削を行い遺構確認の後、精査を開始した。

精査の結果、住居跡及び掘立柱建物跡などの遺構とと

もに、調査区南東部には埋没谷乃至は旧河川の存在が

判明し、これの上に調査区際にかかって住居跡力苅御忍

されたため調査区を広げて調査した。その後、航空写

真撮影を行い、図面を作成して調査を終了した。

沖田II遺跡

調査は平成9年 1月6日から平成 9年 3月31日ま

て‘、と平成 9年5月2日から平成9年5月30Bまての2

， 

することが明らかとなった。西浦北遺跡については、

対象範囲ては遺構は確認されなかった。以上の結果か

ら前記5遺跡について調査を行うこととなった。

調査に当たっては文化財保護課、岡部町教育委員会、

開発担当者代表てある鹿島道路株式会社と綿密な協議

を行い、各遺跡の調査時期と調査部分について決定し

た。各遺跡の調査期間及び面積は第 1表に示したとお

りてある。

平成10年度

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 

次に分けて行った。 1次調査は遺跡南側にあたり、エ

業団地内の道路にかかる部分を行った。重機を使用し

て表土を掘削したところ遺構の確認される面まて‘‘は約

20cmほどて‘‘あった。続いて遺構確認を行った。確認作

業の結果、風倒木痕が多数検出されたが住居跡などの

遺構は検出されなかった。記録のための写真撮影をし

て調査を終了した。2次調査は遺跡の北側の部分を

行った。試掘調査および 1次調査の結果を踏まえ、調

査区西側についてはトレンチ状に表土掘削を行い、遺

構の有無を確認していった。その結果西側部分につい

ては遺構は確認されず1次調査と同様て‘‘あった。東側

については河川跡、土壊等が検出された。河川跡につ

いては遺物が認められなかったため小型の重機を使っ
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て覆土を除去した。遺構精査終了後写真撮影、図化作

業を行い調査を終了した。

沖田Ill遺跡

調査は平成9年1月6日から平成9年3月31日ま

て‘、と平成9年7月1日から平成9年8月29日まての

2次に分けて行った。 1次調査は沖田II遺跡と同じく

疇にかかる部分について行った。重機を使用して表

土を除去したところ西側ては遺構確認面まて‘20cmと

浅く遺構はあまり検出されなかった。東側ては検出面

が深く遺構の残存状況は西側に比べると良い方てあっ

たが、検出面は黒色土て遺構確認、調査ともに難しかっ

た。遺構精査終了後、写真撮影、図面作成を行い 1次

調査を終了した。 2次調査は 1次調査の南側、遺跡の

南半部が対象となった。重機による表土掘削の結果、

1次調査部分より更に確認面が低いことが判明した。

調査区南側から東側にかけては埋没谷乃至は河川跡が

大きく入り込んて‘‘おり、その埋没後に溝などの遺構が

掘削されている状況て‘‘あったが、埋没している土層が

複雑て‘‘遺構の確認には困難が伴った。また、出水期に

あたり雨の後は調査区が水没する事態に見舞われた。

水中ポンプをかけながら作業を行い 8月末に調査を終

了した。

整理・報告書作成事業

整理事業は、平成10年4月1日から平成11年3月31

Hまて実施した。 4月から 8月まて‘‘沖田 I遺跡、沖田

II遺跡、沖田III遺跡の遺物の接合・復元・実測・拓本

取りなどを行い、平行して写真などの記録図面類の整

理を行った。続いて実測図のトレース・遺物写真撮影

を行い、遺構図・遺物図の版組を行った。 9月から割

付、原稿執筆を始め、入稿・校正を行い、 11月末に本

書の印刷を終了した。続いて大寄遺跡の整理作業に

入った。大寄遺跡の整理作業は米年度に継続する。

3 発掘調査・整理・報告書刊行の組織
主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1) 発掘調査 調査第二課長 大和 修

［平成8年度］ 主 フ旦 元井 茂

理 事 長 荒井 桂 主 禾旦 橋本 勉

副理事長 富田真也 主 フ旦 砥崎

専務理事 吉川國男 主任調査員 木戸春夫

常務理事兼管理部長 稲葉文夫 主任調査員 宮瀧由紀子

理事兼調査部長 梅沢太久夫 く岡部町教育委員会＞

く管理部＞ 主 任 鳥羽政之

庶務課長 依田 透 主 事 宮本直樹

主 フ旦 西沢信行

主 任 長滝美智子 〔平成9年度〕

主 任 菊池 久 理 事 長 荒井 桂

専門調査員兼経理課長 関野栄 副理事長 富田真也

主 任 江田和美 専務理事 塩野 博

主 任 福田昭芙 常務理事兼管理部長 稲葉文夫

主 任 腰塚雄― 理事兼調査部長 梅沢太久夫

く調査部＞ く管理部＞

調査部副部長 高橋一夫 庶務課長 依田 透
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主 フ旦 西沢信行 主 任 菊池 久

主 任 長滝美智子 く調査部＞

主 任 腰塚雄― 調査部長 谷井 彪

専門調査員兼経理課長 関野栄 調査部副部長 水村孝行

主 任 江田和美 調査第二課長 井上尚明

主 任 福田昭美 統括調査員 硝崎

主 任 菊池 久 主任調査員 石坂俊郎

く調森部＞ 主任調査員 福田 耳三ロ

調査部副部長 今泉泰之 く岡部町教育委員会＞

調査第一課長 井上尚明 臨時職員 斎藤欣延

主 木且 橋本 勉

主 木旦 中村倉司 (2) 整理事業

主 木耳 砥崎 〔平成10年度〕

主任調査員 富田和夫 理 事 長 荒井 桂

主任調査員 木戸春夫 副理事長 飯塚誠一郎

く岡部町教育委員会＞ 常務理事兼管理部長 鈴木 進

主 事 平田重之 く管理部＞

臨時職員 松田 哲 庶務課長 金子 隆

主 禾旦 田中裕―

〔平成10年度〕 主 任 長滝美智子

理 事 長 荒井 桂 主 任 腰塚雄―

副理事長 飯塚誠一郎 専門調査員兼経理課長 関野栄

常務理事兼管理部長 鈴木 進 主 任 江田和美

く管理部＞ 主 任 福田昭美

庶務課長 金子 隆 主 任 菊池 久

主 フ旦 田中裕― く資料部＞

主 任 長滝美智子 資料部長 増田逸朗

主 任 腰塚雄― 主幹兼資料部副部長 小久保 徹

専門調査員兼経理課長 関野栄 資料整理第二課長 市川 修

主 任 江田和美 主任調査員 木戸春夫

主 任 福田昭美
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II遺跡群の立地と珊境

1 地理的環境
岡部町西部工業団地造成用地にかかる遺跡群は岡部

町大字榛沢地内に位置する。この地域は岡部町の中て‘‘

も最も西寄りにあたり、西側は小山川を挟んて‘‘本庄市

と接する。最寄の交通はJR岡部駅て‘ヽ 、駅から西北西

に約3.2kmに位置する。周囲は畑と水田の広がる農村

地帯て‘‘大規模な養鶏も行われている。特に畑作て‘‘はト

ウモロコシとブロッコリーが広く栽培され、岡部町の

ブロッコリーは日本一の生産鼠を誇る。

遺跡群の所在する岡部町は、埼玉県の北西部に位置

する。荒川以北のこの地域は、西は神流川、北は利根

川によって区切られ、東は妻沼低地に続く。全体的な

傾斜は南西から北東に向かって低くなる。したがって

等高線は利根川の流向にほぱ平行し、利根川に向かっ

て高度を減じている。

河川は荒川左岸の上武山地が分水嶺となり、南面は

荒川に注ぐ‘が、北面は利根川に流れる。本地域にかか

第 3図埼王県の地形

わる河川は女堀川、見馴川（下流て‘‘小山川）、志戸川、

藤治川等があり、いずれも傾斜にしたがっておおむね

北東流し、利根川に注ぐ‘。

本地域の上武山地はその北東縁にあたり、見馴川を

境として西は御荷鉾山地、東は不動山地に分かれる。

山地に続く丘陵は山麓に沿って帯状に展開するが、

この丘陵地帯も見馴川を境として西は児玉丘陵、東は

松久丘陵に区分される。さらにこれらの丘陵は、小河

川によって浸食され、北東方向へ伸びる半島状の地形

を呈する。丘陵の標高は100~130mを計る。丘陵に続

く台地部分には見馴川の西側に生野山 (139m)、浅見

山 (105m)、東側には山崎山（117m)と呼ばれる残丘

がある。（山崎山残丘は北半を山崎山、南半を諏訪山と

呼ばれる。）これらの残丘は丘陵の発達方向と一致する

ことから前2者は児玉丘陵と、後者は松久丘陵と一連

のものて‘‘あるとされる。残丘はこの他に仙元山残丘（深

谷市）、観音山残丘（熊谷市）がある。

□山地饂薗丘陵 □□ 台地
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第4図 遺跡周辺の地形区分

妻沼低地

／ 

2km 
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台地は櫛引台地と本庄台地に分けられる。いずれも

扇状地形を呈し本庄台地は神流川、櫛引台地は荒川に

よって生成された扇状地性台地てある。

本庄台地は神川町池田付近が扇項部にあたり標高約

110mを計る。そこから北束方向に属度を減じ、本庄市

諏訪町て‘‘は約50mとなる。扇端は急崖となって妻沼低

地と接する。西は神流川を境とし、東は志戸川支流の

藤治川て‘櫛引台地と面する。女堀川以東の地域は見馴

川、志戸川などによる浸食が進んており、低地として

扇状地と自然堤防に分類されることもあるが、自然堤

防とされる部分については本来の台地が浸食を受け、

その上に堆積物がたまったものと推定される。本遺跡

群はこのような地形に立地している。発掘調査て‘‘は遺

構の確認される面はローム面て‘あり、基本的には集落

はこのような台地上に形成されている。

櫛引台地は寄居町付近を扇項部とし扇端まての標高

は約100m~35mてある。西は藤治川て‘‘本庄台地に面

し、南は荒川て‘区切られる。扇端部は西寄りの周部町

西田や岡付近ては、本庄台地と同じように急崖となっ

て妻沼低地に続く。その東の普済寺や深谷市西島付近

は比較的緩やかに低地に移行するが、更に東の深谷市

東方近辺から熊谷市西別府にかけてはまた急涯とな

る。扇端部には湧水が多く、古来人々の生活の場となっ

ている。台地中央部は極めて平坦て‘‘起伏に乏しく、わ

ずかに仙元山(98m)、観音山(77m)の小残丘が見られ

る。河川は少なく、唐沢などの小河川が見られるが浸

食は進んて‘、いない。台地面は2面に分けられ、高い面は

櫛引面、南の低い面は寄居面と呼ばれる。寄居面は荒

川によって櫛引面の南側が浸食された段丘面てある。

低地は妻沼低地と呼ばれ、利根川の乱流によって形

成された低地てある。南は前述の台地に接し、北は利

根川て‘‘限られ、東は加須低地へと続く。低地内にはお

おむね利根川の流向に沿って多くの自然堤防が発達し

ている。現在ても集落はこれらの自然堤防上に営まれ、

「矢島」・「大塚島」などの地名に地形の特徴が表され

ている。

第4図は、明治18年測量の迅速図に埼玉県地質図等

を参考にして作成した地形分類図てある。細部につい

ては正確さに欠ける部分もあるのて‘‘、正確には専門書

を参考にされたい。

2 周辺の遺跡
この地域は多くの遺跡が所在する所として知られて

おり、特に古墳時代以降の遺跡はその量 とともに内容

において県内屈指のものてある。調査件数も多く既に

数多くの報告書等が刊行され歴史的背景についても分

析が加えられている。ここては本遺跡群周辺の遺跡に

ついて概穀する。

旧石器剛tの遺跡は丘陵部に立地している。現在の

ところ、他時期の調査の折に単独て‘遺物が出土してい

るだけてある。岡部町て‘‘この時期の遺物を出土したの

は北坂遺跡1ヵ所てある。ナイフ形石器、彫器、尖頭

器が出土している。これらの遺跡は台地上てありなが

らもそれぞれ河川に近い台地の縁辺部周辺に立地して

いる。深谷市を含む櫛引台地てはこの時期の遺物は検

出されていない。

縄文時代草創期～早期の遺跡は主に美里町などの丘

陵部を中心に分布する。本庄市においても、浅見山残

丘に見られる。圃部町て‘‘は櫛引台地の縁辺部に立地す

る西谷遺跡、水久1恥堂跡から押圧縄文、爪形文等、清

水谷遺跡ては押型文、条痕文系土器片が、東光寺裏遺

跡ては微隆起線文、爪形文が出土している。この時期

の遺跡は丘陵部に集中が見られ、台地部におけるあり

かたは旧石器のそれと共通するものがある。

前期になると丘陵部に集中する傾向は変わらない

が、丘陵部における遺跡数はほぼ倍増する。またこの

時期には丘陵の奥から山地にかかる場所まて遺跡が見

られるようになる。台地部て‘‘は依然として密度は薄い

が、荒川左岸の寄居町、花園町にも分布が広がる。ま

た、妻沼低地に面する台地先端部て｀も遺跡が発見され

ている。さらに妻沼低地の自然堤防上ても調査されて

いる。本遺跡群は見馴川と志戸川に挟まれた台地上に

立地し、四十坂遺跡、西浦北遺跡て関山式期の住居跡、

茶臼山遺跡て‘‘は諸磯a式期の土壊、清水谷遺跡て‘‘は諸

-8-



磯b式期の遺物が、東光寺裏遺跡て‘は諸磯b式期の住

居跡3軒が検出され、菅原遺跡ては諸磯C式期の土壊

が検出されている。北坂遺跡ても黒浜式期および諸磯

式期の遺物が若干検出されている。

中期には櫛引台地縁辺部に点々と遺跡が見られるよ

うになり、さらに今まて遺跡密度の薄かった台地内部

にもその痕跡が見られる。岡部町清水谷遺跡て‘は加曾

利E式土器が、原ヶ谷戸遺跡、大寄B遺跡ては加曾利

E式期の埋設土器が検出され、水窪遺跡、菅原遺跡は

この時期の拠点的な集落と考えられる。北坂遺跡にお

いても加曾利E式期の遺物が少醤ながら出土してい

る。

後・晩期の遺跡はあまり調査されていないが分布の

傾向は、前代において丘陵から台地にかけて集中的に

展開していたものが散在するようになり、代って台地

縁辺部及び低地部に広がりが見られるようになる。特

に深谷市域て国道17号深谷バイパスの調査により、妻

沼低地においても該期の遺跡の存在が確認されるよう

になった。このような現象には生活基盤の大きな変化

を窺わせるものがある。岡部町原ヶ谷戸遺跡て‘‘は1抄吾

跡11軒が検出され、儀礼に伴う遺物や装飾品などが多

量に出土している。砂田前遺跡ては堀之内式期の1む舌

跡が1軒、上宿遺跡ては同期の敷石住居が検出されて

いる。東谷遺跡ては加曾利B式が、北坂遺跡ては堀之

内I式土器破片が少量出土している。四十坂下遺跡て‘‘

は住居跡が検出されている。菅原遺跡てもこの時期の

遺物が少量ながら検出されている。

弥生時代の調査事例は少ないが、引き続き前代の遺

跡分布と似たような傾向を示すと思われる。現状ては

浅見山丘陵および見馴川周辺の扇状地部分に比較的多

くの調査事例が見られる。深谷市、熊谷市域て‘は上敷

免遺跡、横間栗遺跡等があり、上敷免遺跡ては遠賀川

式土器が検出され、古い時期の資料として注目される。

近辺ては四十坂遺跡て再葬墓が検出され、変形工字文

を施文した土器が出土している。大寄B遺跡ては中期、

後期の住居跡各1軒が検出されている。石蒔A遺跡て‘‘

は櫛描文系や吉ヶ谷系土器が出土している。

古墳時代に入ると飛躍的に遺跡数が増加する。

集落は原ヶ谷戸遺跡、大寄B遺跡、石蒔B遺跡、水

窪遺跡、六反田遺跡、滝下遺跡等て‘‘前期の住居跡が検

出されている。中期の住居跡は六反田遺跡、宮西遺跡、

西浦北遺跡、東光寺裏遺跡等て‘‘検出されている。後期

には六反田遺跡、砂田前遺跡などの大規模な集落が営

まれる。

また、この周辺一帯は方形周溝墓、古墳の密に分布

する地域て‘ある。石蒔B遺跡は美里町の南志渡川遺跡

とともに前方後方形周溝墓がよく知られている。原ヶ

谷戸遺跡や大寄B遺跡て‘‘は方形周溝墓が検出されてい

る。古式の古墳としては児玉町鷺山古墳があり、つい

て美里町長坂聖天塚古墳、川輪聖天塚古墳があげられ

る。安光寺遺跡、千光寺遺跡や、台地先端部の四十坂

遺跡、中宿遺跡にも方形墳が検出されている。その後

各所に群集墳力哺紐成される。遺跡周辺ては本庄市西五

十子古墳群、東五十子古墳群、西山古墳群、千光寺古

墳群、四十塚古墳群などがある。また、宮西遺跡て‘‘は

古墳跡が検出され、平安時代の住居跡ては埴輪が竃の

袖として転用されていたことなどから、榛沢地区内に

も古墳群が所在することが予想される。主要な古墳と

しては前記の他に浅間山古墳、寅稲荷塚古墳、御手長

山古墳等がある。これらの古墳を造り得る社会を支え

る生産基盤は、主に周辺の低地部に求められる。石蒔

A遺跡ては、既に古墳時代前期から潅漑を目的とした

施設が造られていたと見られ、早くからこの地域に、

水に対する管理技術が取り人れられていたことがわか

る。このような伝統的な生産基盤の上に条里制が施行

されるようになる。遺跡周辺には児玉条里、十条条里、

岡部条里などがあり、調査例も増えている。

奈良•平安時代になると本遺跡群を含む小山川中流

域の榛沢、後榛沢に加えて新たに、櫛引台地先端部の

岡地区に集落が営まれるようになる。前者には六反田

遺跡ををはじめとして今回調査された大寄遺跡、宮西

遺跡、石蒔遺跡や重要文化財に指定されている緑釉手

付瓶等を出土した西浦北遺跡がある。後者には榛沢郡

正倉跡に推定される県指定史跡中宿遺跡があり 7世紀
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後半から 9世紀にかけての倉庫跡が検出されている。

中宿遺跡の南に広がる熊野遺跡は中宿遺跡とともに郡

街に関連する遺跡と推定されており、前代まて‘、と違っ

た遺跡のあり方を示している。 10世紀以降については

•• •·_.:.• , ••• ` 
9‘ .、i ；・
．．ん^ ｀ ；．．． 

•. ..、,• 
芯・ • 、':: • ・＂ ノ ・・ • 
；心・れ： ・・・..,.,・ r 
、．．・ ・ヽー・・ ｀、染出ゴ・ル． • V9. , ¥990̂ rrこ

中宿遺跡て‘‘竪穴1打吾跡、東光寺裏遺跡て‘羽釜などが出

土しているが、今回の調査て‘‘大寄遺跡等から住居跡が

まとまって検出されている。
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周辺の遺跡

1沖田 I遺跡 2沖田II遺跡 3沖田III遺跡 4大寄遺跡 5宮西遺跡

6西浦北遺跡 7稲荷塚遺跡 8六反田遺跡 9東光寺裏遺跡 10伊勢塚遺跡

11石蒔A遺跡 12石蒔B遺跡 13地神祇A遺跡 14地神祇B遺跡 15原ヶ谷戸遺跡

16四十坂遺跡 17新井遺跡 18水窪遺跡 19上宿遺跡 20滝下遺跡

21中宿遺跡 22砂田前遺跡 23岡部条里遺跡 24岡遺跡 25樋詰遺跡

26内手遺跡 27熊野遺跡 28新田遺跡 29菅原遺跡 30上原遺跡

31西龍ヶ谷津遺跡 32水久保遺跡 33西谷遺跡 34石原山瓦窯跡 35搭山祭祀遺跡

36北坂遺跡 37田端屋敷遺跡 38笠ヶ谷戸遺跡 39雌濠遺跡 40元富遺跡

41七色塚遺跡 42久下東遺跡 43山根遺跡 44大久保山遺跡 45東谷遺跡

46宥勝寺北裏遺跡 47古川端遺跡 48村後遺跡 49日の森遺跡 50向居遺跡

51志渡川遺跡 52南志渡川遺跡 53石神遺跡 54清水谷遺跡 55安光寺遺跡

56販佐神社前遺跡 57甘粕山遺跡群 58神明ヶ谷戸遺跡 59普門寺西山遺跡 60こぶヶ谷戸祭祀遺跡

61峯遺跡 62用土平遺跡 63島の上遺跡 64矢島南遺跡 65川輪聖天塚古墳

66長坂聖天塚古墳 67公卿塚古墳 68前山 1号墳 69前山 2号墳 70浅間山古墳

71寅稲荷古墳 72御手長山古墳 73愛宕神社古墳 A 塚合古墳群 B 御堂坂古墳群

c鵜の森古墳群 D 東五十子古墳群 E 西五十子古墳群 F東冨田古墳群 G 浅見山古墳群

H 塚本山古墳群 I西田古墳群 J四十坂古墳群 K 水窪古墳群 L 白山古墳群

M 上原古墳群 N 中南古墳群 0 後榛沢古墳群 P茶臼山古墳群 Q千光寺古墳群

R 西山古墳群 s諏訪山古墳群 T 搭山古墳群 U 大明神古墳群 v木部山古墳群
w羽黒山古墳群 x普門寺古墳群 Y 猪俣北古墳群 Z 猪俣南古墳群

参考文献

埼玉県 1978 『土地分類基本調査 高崎・深谷』

埼玉県 1982 『新編埼玉県史』 資料編1

埼玉県 1982 『新編埼玉県史』 資料編2

堀日萬吉他 1986 「埼玉県の地形と地質」 『新編埼玉県史 別編3』 埼玉県

堀目萬吉他 1987 「荒川流域の地形」 『荒川 自然』 埼玉県

本庄市 1976 『本庄市史』 資料編

増田逸郎他 1986 『埼玉県古式古墳調査報告書』 埼玉県史編さん室

美里町 1986 『美里町史』 通史編

村本達郎 1975 『埼玉県地理図集』

これ以外の文献は文末に記載した。
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III遺跡群の概要

岡部町西部工業団地は大字榛沢地内に位置する。こ

の地域は本庄台地が小山川と志戸川によって開析され

た扇状地とされている。このため遺構の検出される面

は基本的にローム面て‘‘あり通常の台地て‘のあり方と同

じてあるが、遺跡は時に埋没河川を含みその埋積土に

よって複雑な状況を呈する。本遺跡群は榛沢地内の西

寄りに当たり、小山川に面して本庄市と接している。

小山川と台地との比高差は 3~4mを測る。北側は小

山川の古い流路によって形成されたと思われる急勾配

の斜面によって低位面に続く。台地上は旧河川の流路

跡が南西から北東方向に伸びるが、昨今は商品作物と

しての践菜の栽培が盛んになり、畑が多くなったため、

その痕蒻をたどるのは現状ては困難となりつつある。

旧河川については六反田遺跡の報告において流路の復

原が示されている（梅沢 1981)。それによればA~I 

の9本の古い流路が想定され、大寄遺跡北側のD以南

については安定した生活基盤となっていたことを指摘

している。また、この台地上て宮西遺跡の北及び西側

を画するH • Iの流路については今回の調査て確認さ

れた。

この地域には六反田遺跡、西浦北遺跡を始めとして

多くの遺跡が存在し、榛沢遺跡群の名称て｀呼ばれてい

る。六反田遺跡は古墳時代前期から続く集落て‘‘、 150軒

以上の竪穴住居跡が調査されている。稲荷塚遺跡、大

寄A遺跡、大寄B遺跡、西浦北遺跡、宮西遺跡は昭和

40年代の圃場整備に伴って一部が調査されている。大

寄A遺跡は水路部分の調査て‘あり今回の調査区内にあ

る。大寄B遺跡は圃場整備によって完全に削平された

部分の調森てある。ここからは縄文時代中期の埋設土

器、弥生時代中期及び後期の1打居跡、古墳時代前期か

ら奈良時代まての住居跡および方形周溝墓などが検出

されている。（佐藤 1979)この 2遺跡はいずれも現在

の大寄遺跡に含まれるものて‘‘、遺跡は大寄B遺跡の所

在した台地縁辺を北限とし、南西方向に伸びる微高地

全面に及ぶと考えられる。西浦北遺跡は、縄文時代前

期及び中期の住居跡、古墳時代から平安時代の住居跡

および製鉄・精錬遺構などが検出され（佐藤 1979)、

出土した緑釉手付瓶と灰釉長頸瓶は重要文化財に指定

されている。西浦北遺跡は独立した弧状を呈する畑の

高まり部分に遺構が集中していたと思われる。遺跡南

側の宮西遺跡とは埋没河川をもって地形的には独立し

ているが、内容的には共通する部分が多いと思われる。

今回の調査て‘‘は遺跡西側の低い部分が用地内にかかっ

ていたが、試掘調査の結果ては遺構は確認て‘‘きなかっ

た。遺跡の範囲が東側にどのように広がるのか、埋没

地形が複雑て‘あるだけに注目されるところてある。宮

西遺跡は大寄A遺跡と同じく水路部分の調査て‘あっ

た。その一部が今回の調査区内に含まれている。遺跡

は前述の古流路を西限として東に広がる。東側一帯は、

大寄八幡神社があり、現在も集落が広がる居住域て‘‘、

遺跡の範囲も相当の広がりを持つものと推測される。

今回の調査て‘‘は新たに沖田 I遺跡、沖田II遺跡、沖田

III遺跡が確認された。これらの遺跡は大寄遺跡と宮西

遺跡の間にあるやや低い水田部分にあり集落跡の存在

は予想されていなかったところてある。試掘調査の結

果、このような比較的低い部分にも小規模な微高地が

確認され遺構が存在することが明らかとなった。この

ような小規模な微高地は開発が進んだ現在て‘‘は地形図

に表れることは殆どないが、沖田 I遺跡については昭

和36年の地図には畑としての高まりを見ることがて‘‘

きる。

今回の調査て‘検出された各遺跡の内容は以下のとお

りてある。

沖田 l遺跡

縄文時代前期から平安時代の遺構、遺物が検出され

た。縄文時代に属するものは前期の竪穴住居跡6軒、

上堀7基て‘ある。遺構は検出されなかったが中期の土

器片もわずかながら出土した。古墳時代に属するもの
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IV沖田 1遺跡

1 遺跡の概要

遺跡群の立地については第II章て‘‘述べているのて‘‘、

ここては沖田 I遺跡の立地する微地形と隣接する遺跡

との関係について簡単に述べた後、遺跡の内容につい

て概観する。

遺跡は狭小な微高地上に立地する。この微高地は明

治18年測量の陸軍迅速測図には見られないが、これは

2万分の1という図面の縮尺などを考慮すれば致し方な

いことてあろう。その後に出された地図ては、昭和36

年に国土地理院て‘‘作成した 25 0 0分の 1の固土基本

図がある。これには水田の中にわずかに畑地として地

形の高まりが残されているのを見ることがてきる。こ

の徴地形は昭和49年から同53年にかけて行われた県

営榛沢圃場整備事業によって削平された。この事業に

伴って岡部町ては国および県の助成を受けて発掘調査

を実施している。このとき調査されたのが大寄B遺

跡・西浦北遺跡などてある。この時は著しく地形力苅皮

壊される部分などを中心に調査が行われており、今回

調査が行われた遺跡については、種々の制約から調査

の手が及ばなかったところてある。遺構の上面は耕作

等によってかなりの部分が消失しているが遺構下部は

かろうじて破壊から免れた。このような状況は工業団

地内の他の遺跡て‘も同じてある。

本遺跡の北側に所在する大寄遺跡とは、河川によっ

て形成されたと思われる、埋没した谷状の地形によっ

て隔てられている。大寄遺跡の集落まての距離は約

100mほどて‘‘ある。南側に位置する宮西遺跡とは同じく

埋没河川を挟んて‘‘約100mの距離にあたる。沖田II遺

跡、沖田III遺跡も同じような地形に立地し、本遺跡と

の距離はそれぞれ100m前後て‘ある。

遺跡の時期は縄文時代前期、古墳時代後期、平安時

代以降てある。

縄文時代て‘‘は竪穴住居跡6軒、上堀7基が検出され

ている。竪穴住居跡の時期は第5号住居跡が黒浜式期

てある。短辺の一辺がやや広い長方形て壁柱穴が並ぶ。

他は諸磯式期て‘‘壁柱穴が疎らな方形あるいは長方形て‘‘

ある。円形の平面形態も 1軒見られる。前期の住居跡

は工業団地内の他の遺跡ても検出されており、この時

期の集落が当地方においてまとまって発見されたこと

は注目される。

遺物は、多くはないが関山式から見られる。また、

中期の遺物もわずかながら検出された。

古墳時代後期の遺構は竪穴住居跡5軒、掘立柱建物

跡6棟土壊5基、溝跡10条が検出された。竪穴住居

跡は建替えと思われるものが1軒見られる。竃の向き

は北から東向きてある。掘立柱建物跡については時期

を断定てきるほどの資料には欠ける。掘立柱建物間の

重複はあるものの竪穴住居跡などとの重複は見られな

い。あるいは時期が降る可能性もあるが、それを積極

的に裏付ける根拠もない。むしろ竪穴住居跡との重複

がないこと、軸方向が竪穴住居跡とほぱ一致するもの

が多いことなどを積極的に捉えてこの時期のものと考

えておきたい。

平安時代の遺構は竪穴住居跡1軒、掘立柱建物跡1

棟、井戸跡1基、土墟18基と判断したが明確に時期を

決定て‘‘きる根拠に欠けるものが多い。遺物がほとんど

なく、ごくわずかなものから判断したものて｀ある。
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2 縄文時代の遺構と遺物

(1) 竪穴住居跡

第3号住居跡（第8図）

M-40・ 41グリッドに位置する。第2• 9号1打吾跡、

第23• 24 • 25 • 26 • 32号土城によって切られている。

東壁の北半分から北東隅にかけては攪乱によって失わ

れている。平面形はほぱ隅丸方形を呈するが、東壁は

西壁よりやや短い。主軸方位はN-72°-Eてある。軸

は東西方向て‘‘7m、西壁側て‘‘は6.95m、深さは0.12m

てある。ピットは31個検出された。壁柱穴より約lm

内側には主柱穴列が認められた。炉は第9号住居跡に

よって壊されたものと思われる。

遺物は覆土中及び床面から散漫な状態て‘‘出土した。

1 ~ 7は、繊維を含む黒浜式土器て‘‘ある。1、2は

平行沈線文て` 菱形文を描く有尾系の土器て‘‘、 1は緩や

かな波状口縁を呈する。3~6は粗い縄文が施文され、

7は推定径約8cmを測る底音随皮片て‘‘ある。

8~23は無繊維土器の諸磯系土器群て‘ある。 1は変

形木の葉文状のモチーフを、平行沈線文て‘‘描く。諸磯

a式に比定されよう。9~11諸磯b式の爪形文土器て‘‘、

12~18は浮線文士器、 19は沈線文土器て‘‘ある。 9はロ

縁がやや内湾気味に外反し、 10、12、16は緩く外反す

る。 15は緩い靴先状を、 19は緩い波状口縁が内折する

器形て‘‘、 15は口縁部に渦巻きモチーフを施文し、波項

部に 2本の浮線文を巡らせて、疱状の貼付文を付ける。

20~23は縄文を施文する破片て‘‘、何れも原体は単節

RLて‘‘、 23は約8cmの底径を測る。

24、25は敲石と思われ、 24は長さ13.5cm、重さ494

gを測る。25は長さ10.5cm、重さ291gを測る。

第5号住居跡（第10図）

N•0-35グリッドに位置する 。東隅を風倒木によっ

て壊されている。平面形は長方形を呈するが、東壁が

西壁よりやや長い。長軸4.56m、西壁3.3m、東壁3.6

m、深さは0.05mて‘‘ある。主軸方位はN-56°-Eてあ

る。ヒ°ットは4冽固検出された。炉は3ヵ所検出された。

いずれも西壁から1.5m程の所に一直線に並ぶ。2ヶ

所は土器埋設炉て‘‘、 1ヵ所は地床炉てある。地床炉は

長軸線よりやや北に寄っており、土器埋設炉1に切ら

れている。土器埋設炉1は長軸線上に乗っている。土

器埋設炉2は北壁際に検出された。

遺物は埋設土器の他には殆ど出土しなかった。

1、2は胴部破片て‘‘、ほば全周するが、単節RLと

LRを比較的細かな単位て‘‘交互に施文して、菱形の羽

状縄文を構成する。1は胴中央部て‘やや筒形て‘、下半

部て‘‘やや窄まる器形を呈する。最大径25.2cm、現存高

16.3cmを測る。2は胴下半部の破片て‘、強く屈曲しな

がら窄まる器形て｀ある。最大径28.4cm、現存高13.5cm 

を測る。両者とも繊維を多く含み、黒浜式に比定され

る。

3、4は頁岩製の縦長剥片て‘‘、鋭いエッジを有する

が未使用て‘‘ある。 3は長さ 6cm、幅3.9cm、厚さ0.6cm、

重さ15.9 gを測る。4は長さ8.6cm、幅3.3cm、厚さ0.9

cm、重さ42gを測る。

第7号住居跡（第12図）

N-34グリッドに位置する。西側の一部が調査区外

にかかる。平面形は円形を呈する。直径は2.5mて、深

さは0.05mてある。主軸方位はN-16°-Eてある。床

面はほば平坦て‘‘西側調査区壁際には土壊状の浅い掘り

込みが認められた。柱穴は8個検出された。炉は土器

埋設炉て‘‘中央北寄りに検出された。覆土は焼土が少し

混じる程度て‘あった。炉と切りあってピット状の掘り

込みが認められたが、炉の掘り込みとの分層はてきな

かった。

遺物は埋甕の他は殆ど出土しなかった。

1は朝顔形にやや緩く開く深鉢形土器てあり、細目

の爪形文て渦巻文を基調としたモチーフを縁取る。日

縁部を欠損するが、胴部の区画と同様に 2本対の爪形

文て区画するものと思われ、モチーフは開放的に連結

されるものと思われる。胴部のモチーフは、 4単位に

配され、正面の渦巻文力遠各然とし、「米」状文を変形し

たモチーフと思われるが、他はモチーフ構成を復原し

-18-



第 8図第3号住居跡
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第9図 第3号住居跡出土遺物
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得ない。また、モチーフ間に部分的に円形竹管文を施

文する。モチーフ間および胴下半部の地文には、単節

RLを施文する。諸磯a式の新しい部分に比定されよ

う。現存高19cmを測る。

第9号住居跡（第13図）

M-40グリッドに位置する。第2号住居跡、第24・

26 • 32号土堀によって切られている。また、第3号住

居跡と重複するが本住居跡は第3号住居跡の床面を検

出した時点て‘確認したものてある。確認時において本

住居跡部分には貼床が認められなかったため本住居跡

カ浮斤しいと判断した。平面形は長方形を呈する。長軸

4.05m、短軸3.16m、深さ0.06mてある。主軸方位は

N-23°-Eてある。床面はほぼ平坦て‘‘ある。壁柱穴が

疎らに巡る。柱穴は2併固検出された。西壁から90cmほ

ど内側には主柱穴も検出された。炉は第26号土壊に

よって壊されていると思われる。

遺物は南側の壁柱穴上部から壁に寄りかかるように

深鉢の半完形品が出土した。土器内の覆土はローム粒

を多量に含む暗褐色士て‘`あった。

1は諸磯b式の浮線文系土器て‘‘、胴部のみ現存する。

一部現存する口縁下端部には縦位の浮線文を施文し、

胴部を 2本と 3本対の浮線文を交互に配して多段区画

を行う。頸部から 3帯目の区画内に連続レンズ状文を

配し、区画内に縦位の浮線文を充填施文する。また、

9帯目にもモチーフを施文して、底部付近の文様帯を

構成しているものと思われる。浮線文は剌し切り状の

方向の異なる刻みが、交互に施されている。地文は単

節RLてある。最大径37.2cm、最小径1.58cm、現存高

20cmを測る。

2、3は無文土器て、、 同一個体の可能性が高い。頸
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沖田 I遺跡

第10図第 5号住居跡
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L:...1 

1 暗褐色土 ロ一

焼土粒微歴

B 53 50 

色土焼土粒少益

クグ／／／＿ク

2 黒褐 ・焼土粒微盆
3 暗褐色土 ローム粒

暗褐色土 ローム粒微歴、

ー上

4 焼土粒少旦（地床炉）

冒
E-E' 

手 ＇． 暗褐色土焼土粒少塁

2I 暗黄褐色土 ローム粒多塁

暗褐色土焼土粒多塁

旦— 53 50 

3 褐色土 ローム粒多焚、

4 暗黄 焼土粒少旦

1m 2m 

ピット深度(cm)

No. 深さ No. 深さ No. 深さ No. 深さ No. 深さ No. 深さ No. 深さ No. 深さ No. 深さ No. 深さ No. 深さ

1 41 5 30 ， 10 13 23 17 15 21 21 25 15 29 54 33 35 37 33 41 17 
2 39 6 20 10 11 14 20 18 20 22 25 26 8 30 42 34 58 38 21 42 15 

3 34 7 40 1 1 23 15 22 19 35 23 26 27 19 31 9 35 23 39 15 43 13 

4 12 8 18 12 23 16 25 20 14 24 20 28 18 32 11 36 12 40 25 

部付近の破片て‘ヽ、口縁が内折して大きく開く器形を呈

する。器面に輪積み痕を残し、横位の粗い擦痕状成形

が施されるが、縄文は施文されていないようてある。

第10号住居跡（第14図）

0-38 • 39グリッドに位置する。南側の半分以上が

調査区外にかかる。第11号住居跡と重複する。土層断

面の観察より本住居跡のほう力浮斤しい。平面形は長方

形を呈するものと思われる。長軸6.30m、深さ0.24m

て‘‘ある。主軸方位はN-73°-Eてある。床面はほぱ平

坦て‘ある。壁柱穴が疎らに巡る。柱穴は11個検出され

た。炉は調査区外にあるものと思われる。

遺物は東側と中央部でややまとまって出土した。

1~7は繊維を含む黒浜式土器ある。1、2は緩く

内湾する日縁部がやや開く 器形て‘‘、 1は単節LR、2は

RLとLRて羽状縄文を構成する。3、5は器面が荒れ

ているが単節LR、6はRLが施文される。7は細かな

コンパス文を施文しており、地文はRLが施文されて

いるものと思われる。

8、9は無繊維土器の諸磯a式土器て‘、 8は口縁部

に2本の爪形文を施文して区画する。区画下は単節
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第11図 第5号住居跡出土遺物

言口
一＝ニニ二 3 

LRが施文される。 9は単節RL地文上に、平行沈線て‘‘

「米」字状文を施文する。

10~23は諸磯b式土器て□10~22は爪形文土器てあ
る。 10~18、22は同一個体と思われ、口縁端部が丸味

を帯びてやや肥厚し、口縁部が開く器形て‘‘ある。胴部

には太い爪形文て‘‘モチーフを描き、爪形文間に左傾す

る短沈線状の刻みを施文する。モチーフ間には、部分

゜
10cm 

□入臼｀

乙 4 

゜
10cm 

的に円形竹管文が配される。 19、20は同一個体て‘、外

削状に肥厚する口縁部が開く器形て‘‘、幅広て‘‘非常に細

かい爪形文が施文される。器壁は薄く、 5呻程を測る。

21は外削状の口唇部に、棒状の貼付文を施文する。

23は浮線文土器て＼器面が荒れているが、非常の細

い浮線文が施文されている。

24~30は縄文のみ施文される破片て‘‘、 24、26が単節
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沖田 I遺跡

第12図 第 7号住居跡・ 出土遺物
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第13図 第9号住居跡 ・出土遺物
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沖田 l遺跡

第14図第 10号 • 第 1 1 号住居跡
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I表土

II 旧耕作土

ll1 黒褐色土焼土粒少量、白色粒多量

暗褐色土焼土粒 ・白色粒少羹

暗茶褐色土 ローム粒・焼土粒少塁

暗褐色土 ローム粒・ロームプロ ック、焼土粒微量

4 黒褐色土焼土粒・炭化粒微量

5 暗茶褐色土 ローム粒少量

ピッ ト深度＼cm
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第15図 第10号住居跡出土遺物
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LR、25、27~30はRLが施文される。

31は安山岩製の扁平な磨石て‘‘、半分を欠損する。ほ

ば円形を呈するものと思われ、径9.6cm、厚さ1.9cm、

重さ109.8gを測る。

第11号住居跡（第14図）

0-39グリッドに位置する。南側の半分以上が調査

区外にかかる。第10号住居跡と重複する。土層断面の

観察より本住居跡のほうが古い。平面形は方形ないし

は長方形を呈するものと思われる。検出された部分て‘

2.95m、10号住居跡の床面からの深さは0.12mてあ

る。主軸方位はN-90°-Eてある。床面はほぼ平坦て‘‘

ある。壁柱穴が疎らに巡る。柱穴は6個検出された。

炉は調査区外にあるものと思われる。

遺物は細片がわずかに出土したのみてある。

(2) 土塀

第3号土堀（第16図）

L-41グリッドに位置する。第3号土塙に切られて

いる。平面形は円形を呈するものと思われる。底面は

平坦て‘‘ある。直径2.04m、深さ0.12mてある。

1、2とも粒あ維を含む黒浜式上器て‘ヽ 、器面が荒れて

いて不鮮明てあるが、単節LRを施文するものと思わ

れる。

第8号土塀（第16図）
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M-39グリッドに位置する。第9号土壊によって切

られている。平面形は不整円形を呈する。底面は北側

がやや深くなる。長軸1.16m、短軸1.10m、深さ0.24

mてある。

遺物は黒浜期の破片が少址出土した。

3は角頭状に開く口縁部に、平行沈線て‘菱形文を描

く有尾系の土器て‘ある。緩い波状を呈するものと思わ

れる。

第10号土壊（第16図）

M-39グリッドに位置する。平面形は円形を呈する。

直径1.22m、深さ0.16mてある。底面はほぼ平坦て‘‘あ

る。底面と壁面にピットが2個検出された。底面のも

のは土層断面により土壊より古いことは確実て‘ある。

遺物は黒浜期の破片が少量出土した。

4は繊維を少量含む黒浜式土器て‘ヽ、器面ヵ嗜tれてい

るが、単節LRを施文している。

第14号土壊（第16図）

M-38グリッドに位置する。平面形は楕円形を呈す

る。底面中央がピット状に深くなる。長軸1.05m、短

軸0.82m、深さ0.34mてある。

遺物は黒浜期の破片が少量出土した。

5~7は繊維を含む黒浜式土器て‘、 8は無繊維の諸

磯式土器て‘‘ある。5、6は単節LR、7は無節L 8は

単節RLを施文する。

第17号土堀（第16図）

0-37グリッドに位置する。平面形は円形を呈する。

底面は平坦て‘ある。直径1.55m、深さ0.25mて‘ある。

遺物は諸磯期の破片が少量出土した。

9は無繊維の諸磯式土器て、単節RLを施文する。

第19号土壊（第16図）

N-39グリッドに位置する。平面形は不整形を呈す

る。底面はやや凹凸がある。長軸2.05m、短軸1.68m、

深さ0.14mてある。

遺物は黒浜期の破片が少皇出土した。

10~12は繊維を含む黒浜式土器て‘‘、縄文のみ施文さ

れる破片てある。地文は10が単節RL、11が不明、 12が

単節LRてある。

沖田 I遺跡

第31号土壊（第16図）

0-39 • 40グリ ッドに位置する。平面形は楕円形を

呈する。底面ほぱ平坦て｀ある。長軸2.65m、短軸2.00

m、深さ0.16mてある。

遺物は破片が少量出土した。

23は無繊維土器の諸磯a式土器て‘ヽ、 直線的に開く口

縁部に 2条の剌突文列が巡らされる。器壁が薄く、単

節RLが施文される。

24は縄文のみの破片て‘ヽ 、単節RLが施文される。

25は諸磯b式の爪形文土器て‘‘、非常に薄い器壁に細

かな爪形文が施文される。

河川跡（第18図）

調査区内西側て‘検出した。調査時には第11号溝跡と

呼称したものてある。東に蛇行しながら南北に調査区

を横断する。検出時には薄く滲んて‘‘おりフ ラ゚ンを確認

するのが難しかった。堆積土は暗褐色の粘質土て‘‘わず

かに砂が混じる程度て‘あった。この層を除去した段階

て‘底面が確認てきた。幅は6.4~7.6mて‘ある。深さは

O.lmと浅かった。底面は起伏が少なく比較的平坦て‘‘あ

る。

遺物は出土しなかった。

時期については第5号住居跡にかかる風倒木をはじ

め全ての遺構に切られていることから、縄文時代前期

以前頃のかなり古い時期のものと考えておき、たい。

(3) グリッド•その他出土遣物（第 19図～第22図）

グリッド出土土器

沖田 I遺跡から出土した縄文土器は殆どが前期の所

産て‘‘あり、他の時期の土器群は中期の破片が若干存在

するのみてある。

第 l群土器

前期の土器群を一括する。

第 1類土器 (I~9)

胎土に繊維を含む土器群て‘‘、関山式に比定される土

器群を一括する。

1は片日土器て‘ヽ 、地文に単節LRを施文する。2、3

は「正反の合」による羽状縄文を施文するものて‘ある。
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第16図 土城
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SK3 

1 黒褐色土 ロームプロック・ローム粒多量

2 褐色土 ロームプロック多益、ローム粒少羹

SK14 

1 暗褐色土 ローム粒多量、ロームプロック微塁

2 暗褐色土 ロームプロック少呈

SK17 

1 暗褐色土 ローム粒 ・焼土粒少至

2 暗褐色土 ローム粒多塁、焼土粒少塁

3 黄褐色土 ローム多量

SK!9 

1 暗褐色土 ローム粒少塁

2 暗褐色土 ローム粒多塁

3 褐色土 ロームプロック多塁

2m 

4、5は口縁部から短い）レープ文を多段に施文するも

のて‘‘、同一個体と思われる。 5は口縁音随支片て‘ヽ 、角頭

状の口唇部が、やや外反気味に立つ器形を呈する。 6

~7は結束の羽状縄文が施文され、 8、9は斜縄文の

み施文される破片て‘‘ある。

第2類土器 (I0~70) 

繊維を含む土器群て‘‘、黒浜式に比定される土器群を

一括する。

10~16は有尾系の土器群て‘‘ある。 10~15は日縁部に

平行沈線文て＼菱形文を基調としたモチーフを描き、

16は胴部の括れ部分に爪形文を施文して、区画するも

のて‘‘ある。 17は縦位の沈線文が垂下している。
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沖田 I遺跡

第17図 土壊出土遺物
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18~67は斜縄文を施文する破片て‘ある。羽状縄文を

構成するものは、殆どない。 18は日縁部に板状のやや

大きめの突起が付き、角頭状の口縁部が括れながら開

＜器形を呈する。地文は、器面ヵ堺tれているため不明

瞭て‘あるが、節が大きい単節RLと思われる。 19は括

れの強い口縁部が大きく開く器形て、、粗い縄文を施文

するが、原体は不明瞭てある。撚り戻し状の無節縄文

か、撚りの緩い単節縄文と思われる。 20は口縁部が小

波状を呈し、 21、22はやや内湾気味に立つ器形を呈す

る。何れも単節LRを施文する。

23~65は胴音聞皮片て‘‘、 23~67は単節縄文が施文され

ており、 28は異段の撚り合わせによる巽条斜縄文て‘‘あ

5
 
2
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_

|

|

り

f

ょ

笠
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而．竺
2
`

り、

10cm 

る。 68、69は無節縄文Lを施文する。

70は高台の付く底部破片て‘‘、縄文は施文されておら

ず、器台もしくは台付きの鉢になる可能性がある。

第3類土器 (71~84)

諸磯a式土器を一括する。 71~75は同一個体て‘‘あ

目縁部が緩く開く深鉢形て‘‘、 口縁部に結節沈線状

の爪形文を数列巡らせて多段に区画し、区画内に平行

沈線文の鋸歯状文を挟んて｀施文する構成を採る。胴部

は76~78、80が同一個体と思われ、単節RLを施文す

る。 83は細かな爪形文て‘‘、 口縁部を区画する。

51、52は平行沈線による肋骨文が施文されるもの

て‘‘、円形竹管文が垂下する。器面力惰じれていて不明瞭

-29-



第18図河川跡
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てあるが、肋骨文が微かに見える。

84は地文単節RL縄文上に、平行沈線文て「米」字

状モチーフが施文されている。

第4類土器（85~129)

諸磯b式土器を一括する。

85~114は爪形文土器てある。 85~88の口縁部は外

反する器形て‘‘、丸頭状もしくは外削状に肥原する。爪

形文のモチーフはやや崩れたものが多く、部分的に大

きな円形竹管文を施文する。 89~97は同一個体と思わ

れ、爪形文間に短沈線状の刻みを入れる。 98~103は同

一個体て‘‘、口縁部力哨千内湾気味に開く器形て‘ヽ、器壁

の薄い精緻な土器てある。日縁部の渦巻文は比較的良

＜巻いており、爪形文も細かく施文されている。

115、116は平行沈線文の施文される土器群て‘‘、 117、

118は押引状の剌突文が施文される。

119~121、128は浮線文土器て‘‘、 119は2本対の浮線

文と 3本対の浮線文が交互に巡らされており、器面を

多段に分割している。121は有孔の浅鉢て＼鋸歯状に浮

線文が施される。

122~127、129は縄文のみ施文される破片て‘‘、 122、

125は結束羽状縄文を施文する。 123、124、129は単節

RLを施文する。

第II群土器

中期の土器群を一括する。

130は加曽利E式のキャリパー系土器の頸部と思わ

れ、 2本隆帯が巡らされている。 131、132は中期終末の

土器群て‘‘、 132は波状口縁が隆起線て‘‘縁取られ、沈線に

よる三角状に合わせの尖ったモチーフが施文される。

地文は単節RLと思われる。加曽利E4式に比定される

が、時期的には後期に下る可能性が高い。

グリッド出土石器

1は撥形に近い乳棒状磨製石斧て‘‘、頭部を欠損する。

長さ11.7cm、幅5.1cm、厚さ2.5cm、重さ227.3gを測

る。2は蛤刃状を呈する磨製石斧の刃音聞支片て、幅8.2

cm、厚さ2.9cm、重さ118.9 gを測る。

3、4は打製石斧て‘直線的な刃部が開いた三角形状

を呈し、 4の頭部はやや尖る。 3は裏面に自然面を、

4は泉Il離面を大きく残し、比較的大きな調整剥離て‘刃

部が成形される。前期に特有の撥形石斧て‘‘ある。 3は

長さ7.1cm、幅5.1cm、原さ1.7cm、重さ71gを測る。4

は長さ8.9cm、幅6.8cm、厚さ2.5cm、重さ164.5 gを測

る。6は中期の撥形打製石斧て、、長さ 9cm、幅4.2cm、

厚さ1.4cm、重さ62.1gを測る。

5は造りの粗い尖頭器て‘‘、両端部が尖る。長さ12.5

cm、幅4cm、厚さ2.6cm、重さ131.7 gを測る。

7は敲石て‘‘、長さ10.3cm、幅4.7cm、厚さ1.9cm、重

さ156.8 gを測る。

8は扁平な円形の磨石て‘‘、径11cm前後て‘̀、 厚さ1.7 

cm、重さ295.3 gを測る。

9は縁のある石皿て‘‘、裏面に窪穴が開く 。欠損品て‘、

長さ11.9cm、幅9cm、厚さ4.9cm、重さ311.7 gを測る。

10は横長の剥片て‘‘、未使用て‘あり、 11は時期不明て‘‘

あるが、角柱状の蛾石て‘‘ある。
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沖田 I遺跡

第19図 グリッ ド出土遺物(¥)
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